
栗 田 　 樹 （くりた たつき）

就農８年目 高畠町　酪農・米・飼料作物

　乳牛35頭の飼育と、米をコシヒカリ、つや姫、
雪若丸合わせて6.5ha、飼料作物を12ha作付して
います。どんな仕事も楽しみながら丁寧にすること
を心掛けています。最近はメジャーリーグの大谷
翔平選手の試合を観るのが１番の楽しみです。これ
からも家族一丸となって頑張ります！

置賜管内で活躍す
る若手の組合員や
職員を紹介する
コーナーです。

置賜管内で活躍す
る若手の組合員や
職員を紹介する
コーナーです。
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管理部経営管理課 課長
須貝  達也（入組20年）

管理部福祉課 課長
鈴木  由美（入組20年）

管理部リスク管理課 課長
遠藤  幸子（入組３０年）

営農経済部営農企画課
志賀 のぞみ（入組4年）

金融共済部  ローンセンター
山口 大輔（入組６年）

あやめ支店  経済
鈴木  笑葉（入組２年）

管理部総務課
山口 真澄（入組6年）

あやめ支店 共済 次長
梅津  久明子（入組20年）

南陽支店 経済 次長
松田  利幸（入組23年）

川西支店  経済
井上  拓海（入組１年）

営農経済部園芸課 直販
市川  舞耶（入組４年）

米沢中央支店 渉外（川西支店駐在）
大崎  篤実（入組20年）

営農経済部園芸課 課長補佐
柴田  啓人士（入組23年）

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
は

合
併
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
を
支
え
る
職
員
に
、
日
々
大
切
に
し
て
い
る
想
い
を
掲
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

これからもずっと、地域と共に。
私たちは、これからもこの美しい
置賜の地で、組合員や地域の人々
と手を取り合 い、共 に 歩んで
いきたい。
そんな想いからこのスローガン
が生まれました。

これからも安心で信頼されるJA、地域に必要とされるJAとなれる
よう、職員一人ひとりが「求められる・めざす職員像」に向かって、
日々取り組んでいます。

これからもずっと、
地 域と共 に 。
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6/1

9/7

9/28

田植え・ぼたもち作り

閉校式で集合写真

紅花染め・稲刈り

農機試乗・動物ふれあい・芋煮
会

アスパラガス収穫
花寄せ植え

枝豆収穫・ダリヤ園

6/29 　　　21年目を迎えた「ちゃぐりん
　キッズクラブ」はおきたま管内の

小学校から23人の生徒が入校しました。
素足で田んぼに入りドロドロになりながら、
つや姫の苗を1本ずつ丁寧に田植えしました。

米をすりこぎでつぶし、ぼたもちを手作りしました。

　　　　　　飯豊町の田中俊昭さんの畑で
　　　　　アスパラガスの収穫体験を行いました。
収穫してすぐに生で試食し、生徒たちから

「とっても甘くておいしい！」と喜びの声が上がり
ました。花の寄せ植え体験では、川西町の

小松花屋さんの指導のもと、色鮮やかな5種類の
お花を思い思いのバランスで植え付けし、

個性あふれる素敵な作品が
出来上がりました。

川西町のココメルファームさんの
畑で枝豆の収穫体験を行いました。

茹でた枝豆しか見たことがなかった生徒は
「枝豆に毛が沢山生えてる！」と驚いていました。
その後は園芸ステーションで規格外となった枝豆を

さらに選果し、茹でて試食しました。
「いつも食べている枝豆と形や色が違っても
ちゃんと美味しい」と新たな発見がありました。
川西ダリヤ園では色々な種類のダリアを見学し、
中には新品種のダリアに名前をつけたいと

応募した生徒もいました。

白鷹町の小松織物工房さん　　　　
を講師に迎え、伝統文化の紅花染めを体験
しました。出来上がる模様を想像しながら
ハンカチを工夫して折りたたみました。
とてもきれいなピンク色に染まり、
生徒それぞれで模様の違う

唯一無二のハンカチが完成しました。
そのあと、6月に自分達が

田植えしたつや姫を鎌で稲刈りし、
杭掛けにも挑戦しました。

置賜農業高校で、
動物とのふれあい、機械の試乗、
バター作り体験をさせて

もらいました。めったに出来ない
生徒たちは大喜びでした。
最後の締めくくりとして生徒と
保護者みんなで芋煮会を行い、
芋煮と自分たちで収穫したつや姫の

おにぎりを食べました。
苦労して収穫したお米の味は格別で、
生徒は「今まで食べたお米の中で
一番おいしい！」と何個も
おかわりしていました。

特集Ⅱ

第2１１回
JAアグリスクール

ちゃぐりんキッズクラブ

10/26
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出
荷
規
格
を
確
認
す
る
部
会
員
ら

候
補
品
種
を
試
食
す
る
参
加
者

は
か
り
売
り
ブ
ー
ス
の
様
子

色鮮やかな花卉

旬の農畜産物が勢揃い
米澤米まつり

秋冬ネギの出荷始まる

将来的な振興拡大品種を協議

おきたま産花卉をPR

令和6年産 ねぎ出荷規格検討会

置賜ぶどう振興品種検討会

第24回おきたまフラワーショー
　
Ｊ
Ａ
花
卉
振
興
会
は
10
月
11
日
、
米
沢
中

央
支
店
で
「
第
24
回
お
き
た
ま
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ー
品
評
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
品
評
会
に
は
切
花
や
枝
物
な
ど
の
花
卉
が

計
73
点
出
品
さ
れ
、
花
形
や
色
、
葉
ぶ
り
な

ど
を
基
準
に
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
に
は
、
米
沢
市
の
㈲
グ
リ
ー
ン

メ
ー
カ
ー
木
村
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
「
リ

リ
ア
ン
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、

翌
日
に
道

の
駅
米
沢

で
出
品
品

の
展
示
と

即
売
会
が

行
わ
れ
、

多
く
の
来

場
客
で
賑

わ
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
と
米
沢
市
で
組
織
さ
れ
る

米
澤
米
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
10

月
26
日
、
米
沢
市
の
Ｊ
Ａ
米
沢
支

店
で
第
36
回
米
澤
米
ま
つ
り
を
開

き
、
地
域
住
民
や
観
光
客
な
ど
多

く
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

農
業
振
興
組
合
や
女
性
部
、
青
年

部
な
ど
関
係
機
関
が
出
店
し
、
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
つ
や
姫
と

雪
若
丸
の
１
升
枡
で
の
は
か
り
売

り
の
ほ
か
、
置
賜
産
の
農
畜
産
物

や
農
産
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
ま

し
た
。
ま
た
、
つ
や
姫
、
雪
若
丸

各
２
㎏
と
米
沢
牛
精
肉
５
０
０
ｇ

を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
お
う
ち
で

牛
丼
　
新
米
食
べ
く
ら
べ
セ
ッ

ト
」
を
３
０
０
セ
ッ
ト
販
売

し
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
大
粒
ぶ
ど
う
振
興
部
会

は
10
月
11
日
、
南
陽
支
店
で
置

賜
ぶ
ど
う
振
興
品
種
検
討
会
を

開
き
、
管
内
生
産
者
や
関
係
者

約
30
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
当

Ｊ
Ａ
で
は
現
在
、「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
」
を
中
心
に
「
巨

峰
」
、「
サ
ニ
ー
ル
ー
ジ
ュ
」
の

３
品
種
を
Ｊ
Ａ
共
選
出
荷
の

対
象
品
種
と
し
て
お
り
、
将

来
的
な
共
選
出
荷
対
象
と
し

て
、
振
興
拡
大
を
図
る
有
望

品
種
の
選
定
を
目
的
に
検
討

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
討
会
に
は
「
富
士
の
輝

き
」
「
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
キ
ン

グ
」
な
ど
６
品
種
の
試
食
が
用

意
さ
れ
、
出
席
者
が
評
価
し
ま

し
た
。

　
同
部
会
の
冨
樫
幸
彦
副
部
会

長
は
「
お
き
た
ま
が
今
後
も
ブ

ド
ウ
産
地
と
し
て
維
持
、
発
展

し
て
い
け
る
よ
う
、
市
場
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
お

き
た
ま
の
栽
培
条
件
に
適
し
た

品
種
を
今
後
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ね
ぎ
振
興
部
会
は
10
月
15
日
、
川
西
町
の
三
桝
屋
で
ね
ぎ

出
荷
規
格
検
討
会
を
開
き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
担
当
者
よ
り
販
売

計
画
や
概
況
、
出
荷
要
領
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
出
荷
規
格
毎

に
用
意
さ
れ
た
現
物
を
確
認
し
目
ぞ
ろ
え
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
６

年
度
の
販
売
計
画
数
量
は
94
ト
ン
、
金
額
は
３
，
１
３
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
10
月
上
旬
頃
の
長
雨
に
よ
り
、
９
月
中
旬
以
降
に

つ
い
て
は
軟
腐
、
と
ろ
け
等
の
品
質
低
下
が
見
ら
れ
て
お
り
、
販
売

ロ
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
出

荷
数
量
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
状
況
で
す
。
安
定
し
た

品
質
と
数
量
の
確
保
で
産

地
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

と
と
も
に
、
市
場
と
の
情

報
交
換
を
密
に
し
な
が

ら
、
有
利
販
売
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

おきたまの話題・出来事に
スポットを当て
いち早くお伝えします。

　
南
陽
の
広
域
集
出
荷
施
設
で
10
月

24
日
、
り
ん
ご
晩
生
種
出
荷
目
ぞ
ろ

え
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
前
段
で
現

在
の
販
売
状
況
や
実
績
の
報
告
と
、

晩
生
種
の
搬
入
・
選
果
計
画
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
他

県
産
り
ん
ご
、
秋
冬
果
実
全
般
の
市

場
へ
の
入
荷
量
が
少
な
く
、
中
生
種

全
般
が
高
単
価
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
本
格
出
荷

が
始
ま
る
「
ふ
じ
」
「
王
林
」
の
選

果
基
準
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、

適
期
収
穫
に
努
め
る
よ
う
呼
び
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
10
月
20
日
時
点
で
の
販
売

実
績
は
り
ん
ご
全
体
で
４
５
８
７
万

３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

適期収穫を呼び掛け
りんご「晩生種」出荷目ぞろえ会

　
Ｊ
Ａ
農
政
対
策
協
議
会
米
沢
地

区
本
部
は
10
月
24
日
、
米
沢
市
内

の
小
中
学
校
の
学
校
給
食
で
、
新

米
「
つ
や
姫
」
を
提
供
す
る
た

め
、
学
校
給
食
米
の
一
部
助
成
を
行

い
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
大
竹
茂
本

部
長
は
、
米
沢
市
役
所
を
訪
れ
、
米

沢
市
の
近
藤
洋
介
市
長
に
新
米
と
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
新
米
「
つ
や
姫
」
は
、
10
月
24

日
、
25
日
、
30
日
の
３
日
間
の
学

校
給
食
で
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
大

竹
本
部
長
は
「
今
年
も
大
変
美
味

し
い
お
米
が
収
穫
で
き
た
。
子
供

達
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
ま
し
た
。

学校給食に新米「つや姫」
農政対策協議会米沢地区本部 新米寄贈

規
格
を
確
認
す
る
部
会
員
ら

近
藤
市
長
（
中
央
左
）
に
つ
や
姫
を
手
渡
す

大
竹
本
部
長(

中
央
右)

長井市制施行70周年記念式典で表彰
長井地区農政対策協議会が
　　　　　地域貢献団体に選ばれる

おきたま産牛が好成績収める
全国肉用牛枝肉共励会

表
彰
を
受
け
る

横
山
小
市
会
長
（
左
か
ら
３
人
目
）い

と
う
牧
場
㈱
　
伊
藤
稲
馬
代
表(

右)

と
畜
産
振
興
会
鈴
木
英
行
会
長(

左)

　
国
内
最
大
規
模
の
全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
が
10
月
25
日
、
東

京
都
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
32
都

道
府
県
か
ら
和
牛
、
交
雑
種
を
合
せ
て
５
０
０
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　
和
牛
牝
牛
の
部
で
は
米
沢
市
の
米
沢
牛
い
と
う
牧
場
㈱
が
肉
質

お
よ
び
脂
質
と

も
に
高
い
評
価

を
受
け
優
秀
賞

１
席
に
輝
き
、

１
キ
ロ
当
た
り

４
０
０
３
円
、

１
９
４
万
１
４

５
５
円
で
落
札

さ
れ
ま
し
た
。

 
長
井
地
区
農
政
対
策
協
議
会
は

10
月
14
日
に
行
わ
れ
た
長
井
市
制

施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
地
域
貢
献
団
体
と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
は
市
内
の
学
校
給
食

及
び
幼
児
給
食
へ
つ
や
姫
や
米
沢

牛
、
地
元
野
菜
な
ど
を
定
期
的
に

提
供
し
て
お
り
、
地
産
地
消
の
理

念
に
基
づ
い
た
活
動
と
子
ど
も
の

食
育
へ
の
貢
献
な
ど
の
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
協
議
会
は
今
後

も
市
と
協
力
し
な
が
ら
、
食
材
の

提
供
等
の
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も

へ
の
食
育
推
進
を
図
っ
て
い
く
考

え
で
す
。
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南
陽
の
広
域
集
出
荷
施
設
で
10
月

24
日
、
り
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ご
晩
生
種
出
荷
目
ぞ
ろ

え
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
前
段
で
現

在
の
販
売
状
況
や
実
績
の
報
告
と
、

晩
生
種
の
搬
入
・
選
果
計
画
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
他

県
産
り
ん
ご
、
秋
冬
果
実
全
般
の
市

場
へ
の
入
荷
量
が
少
な
く
、
中
生
種

全
般
が
高
単
価
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
本
格
出
荷

が
始
ま
る
「
ふ
じ
」
「
王
林
」
の
選

果
基
準
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、

適
期
収
穫
に
努
め
る
よ
う
呼
び
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
10
月
20
日
時
点
で
の
販
売

実
績
は
り
ん
ご
全
体
で
４
５
８
７
万

３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

適期収穫を呼び掛け
りんご「晩生種」出荷目ぞろえ会

　
Ｊ
Ａ
農
政
対
策
協
議
会
米
沢
地

区
本
部
は
10
月
24
日
、
米
沢
市
内

の
小
中
学
校
の
学
校
給
食
で
、
新

米
「
つ
や
姫
」
を
提
供
す
る
た

め
、
学
校
給
食
米
の
一
部
助
成
を
行

い
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
大
竹
茂
本

部
長
は
、
米
沢
市
役
所
を
訪
れ
、
米

沢
市
の
近
藤
洋
介
市
長
に
新
米
と
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
新
米
「
つ
や
姫
」
は
、
10
月
24

日
、
25
日
、
30
日
の
３
日
間
の
学

校
給
食
で
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
大

竹
本
部
長
は
「
今
年
も
大
変
美
味

し
い
お
米
が
収
穫
で
き
た
。
子
供

達
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
ま
し
た
。

学校給食に新米「つや姫」
農政対策協議会米沢地区本部 新米寄贈

規
格
を
確
認
す
る
部
会
員
ら

近
藤
市
長
（
中
央
左
）
に
つ
や
姫
を
手
渡
す

大
竹
本
部
長(

中
央
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受
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の
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沢
牛
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お
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に
高
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評
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け
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０
０
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、

１
９
４
万
１
４

５
５
円
で
落
札

さ
れ
ま
し
た
。

 

長
井
地
区
農
政
対
策
協
議
会
は

10
月
14
日
に
行
わ
れ
た
長
井
市
制

施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
地
域
貢
献
団
体
と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
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協
議
会
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内
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給
食

及
び
幼
児
給
食
へ
つ
や
姫
や
米
沢

牛
、
地
元
野
菜
な
ど
を
定
期
的
に

提
供
し
て
お
り
、
地
産
地
消
の
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念
に
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づ
い
た
活
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と
子
ど
も
の

食
育
へ
の
貢
献
な
ど
の
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
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議
会
は
今
後

も
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協
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が
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て
い
く
考

え
で
す
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Ｊ
Ａ
屋
代
地
区
年
金
友
の
会
は

10
月
30
日
、
旧
屋
代
支
店
で
収
穫

感
謝
祭
を
開
き
、
約
60
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
収
穫
感
謝
祭
は
当
会
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
、
芋
煮
や
佐
藤
憲
一
会

長
が
収
穫
し
た
ま
つ
た
け
を
使
っ

た
ご
飯
が
振
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ギ

タ
ー
演
奏
や
踊
り
、
歌
な
ど
の
余

興
が
行
わ
れ
、
会
員
た
ち
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
佐
藤
会
長
は

「
こ
の
収
穫
感
謝
祭
は
当
会
最
大

の
事
業
。
様
々
な
催
し
で
会
員
み

ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。

ま
た
、
会
員
が
一
堂
に
会
し
楽

し
め
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て

い
き
た
い
。
」
と
話
し
た
。

秋の味覚を楽しむ
高畠屋代地区年金友の会収穫感謝祭

　
当
Ｊ
Ａ
は
10
月
31
日
、
Ｊ
Ａ
が
運

営
す
る
米
沢
肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
で
家

畜
の
供
養
と
事
業
発
展
を
祈
願
す
る

牛
魂
祭
を
開
き
ま
し
た
。

　
牛
魂
祭
に
は
生
産
組
織
代
表
や
米

沢
市
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
が
出
席

し
、
若
林
英
毅
組
合
長
ら
が
代
表
し

て
玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。
若
林
組
合

長
は
「
牛
肉
市
場
は
消
費
の
落
ち
込

み
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、

米
沢
牛
に
つ
い
て
は
価
格
も
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら
な
る

品
質
の
向
上
に
努
め
米
沢
牛
の
ブ
ラ

ン
ド
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

家畜の供養と事業の発展を祈願
米沢肉用牛センター牛魂祭

芋
煮
を
囲
み
楽
し
む
会
員
ら

バ
ケ
ツ
稲
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
た
ち

天候の影響で数量減も高単価を維持
山形おきたま産デラウェア出荷反省会

待ちに待った稲刈りを迎える
米沢地区青年部 食農教育事業

玉
串
を
捧
げ
て
拍
手
を
打
つ

若
林
組
合
長
ら

表彰する若林組合長と受賞者

　
米
沢
市
立
愛
宕
小
学
校
で
「
バ
ケ
ツ
稲
」
の

体
験
学
習
を
約
40
名
の
生
徒
と
一
緒
に
食
農
教

育
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
５
月
９
日
に
種

ま
き
し
、
そ
の
後
の
水
管
理
や
草
取
り
作
業
な

ど
を
生
徒
が
行
い
な
が
ら
生
育
状
況
を
見
続
け

ま
し
た
。
い
も
ち
病
や
害
虫
・
鳥
害
の
被
害
に

も
負
け
ず
に
生
育
を
続
け
、
つ
い
に
10
月
18
日

に
稲
刈
り
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
稲
刈
り
鎌
で
は
な
く
「
ハ
サ
ミ
」
で

刈
取
り
を
行
い
、
生
徒
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
し
た

表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
中
に
は
「
稲

の
束
ね
方
」
を
知
っ
て
い
る
生
徒
も
お
り
、
み

ん
な
の
代
表
と
な
っ
た
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
作
業
と
収
穫
の
よ
ろ
こ
び
を
生
徒

と
先
生
で
分
か
ち
合
い
、
後
日
、
美
味
し
い

ご
飯
を
食
べ
る
約
束
を
し
て
作
業
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ぶ
ど
う
振
興
部
会
は
11

月
１
日
、
南
陽
支
店
で
デ
ラ

ウ
ェ
ア
出
荷
反
省
会
を
開
き
ま

し
た
。
今
年
は
７
月
下
旬
の
降

雨
や
曇
天
の
影
響
か
ら
実
割

れ
、
着
色
障
害
な
ど
が
多
発
し

た
た
め
出
荷
数
量
が
減
少
し
た

も
の
の
、
単
価
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ａ
と
市
場
の
販
売
努
力
に
よ
り

平
均
単
価
は
８
７
２
円
（
計
画

比
11
・
７
％
増
）
と
高
値
で
取

引
さ
れ
ま
し
た
。
反
省
会
の
前

段
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
品

評
会
受
賞
者
や
ブ
ド
ウ
栽
培
の

振
興
と
生
産
に
大
き
く
貢
献
し

た
優
良
農
家
、
有
利
販
売
に
大

き
く
寄
与
し
た
優
良
市
場
を
表

彰
し
ま
し
た
。
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「
お
き
た
ま
食
の
モ
デ
ル
地
域
実
行
協
議
会
」
は
、
山

形
県
農
林
水
産
部
農
産
物
販
路
開
拓
・
輸
出
推
進
課
と

連
携
し
て
、
昨
年
に
続
き
、
11
月
２
日
と
３
日
の
２
日

間
で
東
京
都
の
代
々
木
公
園
で
開
か
れ
た
「
第
47
回
渋

谷
区
く
み
ん
の
広
場
ふ
る
さ
と
渋
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
産
直
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
秋
果
実
や
新
米
を
始
め
と
し
た
農
産
物
・

農
産
加
工
品
の
販
売
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
管
内
の

事
業
者
と
共
同
出
展
し
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

新
米
「
雪
若
丸
」
の
は
か
り
売
り
や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の

試
食
、
山
形
の
郷
土
料
理
「
芋
煮
」
販
売
で
置
賜
の
魅

力
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

山
形
県
が
生
産
量
で
日
本
一
を
誇
る
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

は
今
年
も
人
気

が
高
く
、
濃
厚

で
ま
ろ
や
か
な

味
わ
い
と
と
ろ

け
る
よ
う
な
食

感
の
山
形
お
き

た
ま
産
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
を
味

わ
っ
て
い
た
だ

き
置
賜
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ラ・フランスを買い求める来場者ラ・フランスを買い求める来場者

パーソナリティの石山蓮華さん(右)と柴田課長補佐(左)パーソナリティの石山蓮華さん(右)と柴田課長補佐(左)

　

10
月
14
日
に
放
送
さ
れ
た
都
内
赤
坂
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ
「
コ
ネ
ク
ト
」
に
、
園
芸
課
の
柴
田
啓
人
士
課
長
補

佐
が
出
演
し
、
お
き
た
ま
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
と
デ
ラ
ウ
ェ

ア
果
汁
を
使
用
し
た
グ
ミ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

以
前
の
放
送
回
で
デ
ラ
ウ
ェ
ア
が
話
題
に
あ
が
り
、

生
産
量
日
本
一
の
当
Ｊ
Ａ
に
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

た
こ
と
で
今
回
の
出
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

番
組
内
で
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
Ｐ
Ｒ
に
併
せ
、デ
ラ
ウ
ェ

ア
の
グ
ミ
を
持
参
し
、
試
食
し
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
か

ら
は
「
他
の
グ
ミ
と
違
っ
て
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
香
り
と
味

が
濃
い
！
」
と
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
番
組
の

リ
ス
ナ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
グ
ミ
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
来
年
の
７
月
に
は
リ
ス
ナ
ー
と
一
緒
に
生
食
の

デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
食
べ
る
企
画
に
参
加
依
頼
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

管
内
市
町
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
で
組

織
す
る
お
き
た
ま
食
の
モ
デ
ル
地
域
実
行

協
議
会
と
置
賜
農
業
振
興
協
議
会
は
10
月

27
日
、
南
東
北
３
県
を
結
ぶ
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
福
島
県
の
相
馬
市
民

会
館
で
開
か
れ
た
「
第
24
回
そ
う
ま
市
民

ま
つ
り
」
に
昨
年
に
続
き
３
回
目
の
出
展

と
な
り
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
お
き
た
ま
産
の
農
産
物
の

販
売
と
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ラ･ 

フ
ラ
ン

ス
や
リ
ン
ゴ
「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」、
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
の
果
物
や
新
米
な

ど
、
置
賜
地
域
を
代
表
す
る
農
産
物
や
農

産
加
工
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
置
賜
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
相
馬
市

民
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

他
に
も
豪
華
米

沢
牛
の
お
食
事

券
な
ど
が
当
た

る
抽
選
会
を
目

当
て
に
多
く
の

方
に
来
店
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ「
コ
ネ
ク
ト
」出
演

「
コ
ネ
ク
ト
」出
演

都
内
ラ
ジ
オ
で
お
き
た
ま
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、

都
内
ラ
ジ
オ
で
お
き
た
ま
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

デ
ラ
グ
ミ
を
Ｐ
Ｒ

デ
ラ
グ
ミ
を
Ｐ
Ｒ

「
第
「
第
2424
回
そ
う
ま
市
民
ま
つ
り
」

回
そ
う
ま
市
民
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
ブ
ー
ス
出
展

　
　
　
　
　
　
　
ブ
ー
ス
出
展

お
き
た
ま
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

お
き
た
ま
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

    「
渋
谷
区
く
み
ん
の
広
場
ふ
る
さ
と

「
渋
谷
区
く
み
ん
の
広
場
ふ
る
さ
と

　　

    

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」ブ
ー
ス
出
展

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」ブ
ー
ス
出
展

お
き
た
ま
の
秋
の
味
覚
を
お
届
け

お
き
た
ま
の
秋
の
味
覚
を
お
届
け

おきたまの農産物や加工品をＰＲするＪＡ職員おきたまの農産物や加工品をＰＲするＪＡ職員

青年部／女性部9



菅　野　潤　也
か　ん　　　　の　　　　じゅん　　　　や

さん
（42歳）

長井地区青年部

に
年
青
業
農
手
若

事
務
局　

始
め
に
仕
事
の
概
況
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

菅
野
さ
ん　

農
事
組
合
法
人
Ｎ
２

フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
法
人
で
働
い
て
い
ま

す
。
水
稲
を
約
50
㌶
、
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

を
約
15
㌶
、
大
豆
が
約
５
㌶
、
ほ
か
に
メ

ロ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ユ
ー
カ
リ
な
ど
の
園

芸
作
物
も
作
っ
て
い
ま
す
。
私
は
主
に
水

稲
、
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
、
大
豆
の
仕
事
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

事
務
局　

農
業
を
始
め
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

菅
野
さ
ん　

小
さ
い
頃
に
母
の
実
家
の

稲
刈
り
を
手
伝
っ
て
い
た
の
で
、
も
と
も

と
農
業
に
興
味
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

る
時
、
妻
の
実
家
の
農
家
が
経
営
の
縮
小

を
考
え
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
周
り
で

離
農
す
る
農
家
が
増
え
て
い
る
な
か
で
、

農
地
の
受
け
手
が
い
る
の
か
と
不
安
に

思
っ
た
一
方
で
、
少
し
ず
つ
自
分
が
一
緒

に
農
業
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
１
年
間
は
仕
事
を

し
な
が
ら
繁
忙
期
の
作
業
を
手
伝
う
よ
う

に
な
り
、
令
和
元
年
に
仕
事
を
辞
め
て
、

妻
の
実
家
に
就
農
し
ま
し
た
。
令
和
３
年

の
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
頃
、
妻
の
実
家
も

含
め
５
軒
の
農
家
が
一
緒
に
な
っ
て
現
在

の
法
人
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
か
ら
は
法
人

の
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

事
務
局　

農
家
に
な
っ
て
良
か
っ
た

と
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
所
で
す
か
。

菅
野
さ
ん　

農
業
は
忙
し
い
時
期
と
そ

う
で
な
い
時
期
で
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
と
こ

ろ
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
前
職
は
葬
祭

関
係
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
勤
務
時
間
が

不
規
則
で
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
仕

事
し
て
い
た
の
で
、
以
前
よ
り
も
気
持
ち

に
余
裕
が
出
来
た
気
が
し
ま
す
。
身
体
は

疲
れ
ま
す
が
、
自
然
を
見
な
が
ら
仕
事
を

す
る
の
が
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。

　

ま
た
、
他
の
社
員
も
年
齢
や
就
農
し
た

年
が
近
く
、
互
い
に
教
え
合
っ
た
り
相
談

し
な
が
ら
仕
事
が
出
来
る
の
で
、
本
当
に

心
の
支
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。

事
務
局　

青
年
部

に
加
入
し
た
き
っ
か

け
や
取
り
組
ん
だ
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

菅
野
さ
ん　

就
農
し

た
２
年
後
に
、
地
元

の
青
年
部
か
ら
誘
っ

て
も
ら
い
加
入
し
ま

し
た
。
私
は
高
畠
町

出
身
で
、
法
人
化
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
長
井
市
に
引
越
し
て
き

た
た
め
、
あ
ま
り
知
り
合
い
が
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
青
年
部
に
加
入
し
た
こ
と
で

地
域
の
若
い
人
た
ち
と
横
の
つ
な
が
り
が

出
来
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
仲
間
作
り
が

出
来
る
の
が
青
年
部
の
魅
力
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

活
動
は
主
に
食
農
教
育
や
く
ず
米
集
荷

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
食
農
教
育
は
、

子
ど
も
た
ち
が
早
い
う
ち
か
ら
農
業
に
触

れ
る
機
会
を
作
り
、
食
の
大
切
さ
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
重
要
な
活
動
で
す
。
今

後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
べ
き
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

事
務
局　

今
後
、
目
指
し
て
い
く
目
標

は
あ
り
ま
す
か
。

菅
野
さ
ん　

地
域
の
方
々
と
農
地
を
守

り
、
次
世
代
へ
農
業
を
繋
い
で
い
く
こ
と

が
目
標
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
若
い
人
が

【
聞
き
手
】
長
井
地
区
青
年
部
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木　
笑
葉

就
農
で
き
る
よ
う
に
受
け
入
れ
態
勢
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
法
人
の
中

に
は
冬
仕
事
が
確
立
さ
れ
て
い
て
年
間
雇

用
で
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
法
人
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
当

法
人
で
も
受
け
入
れ
る
た
め
の
土
台
作
り

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
局　

趣
味
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

菅
野
さ
ん　

私
は
掃
除
好
き
で
、
休
み
の

日
は
専
ら
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。
妻
は
そ

こ
ま
で
汚
れ
て
な
い
と
い
い
ま
す
が
、
私

は
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
る
前
に
掃
除
し
て
お

き
た
い
の
で
、
隅
々
ま
で
き
れ
い
に
し
て

い
ま
す
（
笑
）
ま
た
、
ラ
ー
メ
ン
が
好
き

で
よ
く
食
べ
に
行
き
ま
す
。
長
井
市
だ
と

「
も
も
す
け
」
が
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ

食
べ
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

JA山形おきたま 10



菅　野　潤　也
か　ん　　　　の　　　　じゅん　　　　や

さん
（42歳）

長井地区青年部

に
年
青
業
農
手
若

　飯豊地区女性部は、10月21日に女性のつどいを開催し、女性部員と事
務局合わせて30名が参加しました。
　今の生活は家の中でスリッパを履くことがほとんどですが、「草履を
作ってみたい」と部員から声が上がり、今回の女性のつどいでは講師の
先生をお招きし草履作りを企画しました。
　参加した部員は真剣そのもので、習得して他の人にも教えたいと必死
に取り組んでいました。完成した作品を見て「左右のサイズが合わない」、
「形がいびつになった」など

　南陽地区女性部
　全体研修会

　飯豊地区女性部　女性のつどい

JA山形おきたま
南陽地区女性部

JA山形おきたま
飯豊地区女性部

　南陽地区女性部は、10月5日に全体研修会を開催し、講師に南陽市の花のかめ
やさんを迎え、花の寄せ植えを行いました。研修会には女性部員と事務局合わせ
て33名が参加しました。
　今回植えた花は孔雀草、フジバカマ、スプレー菊、サクラソウ､ キキョウなど、
花の特徴や管理の仕方を教えていただきながら、和気あいあいと寄せ植えを楽し
みました。

●部　長　須貝 とみ子
●部員数　48名

●部　長　手塚 民子
●部員数　68名

宮内班

出来栄えを確認し合う部員ら

梨郷班 沖郷班

先生から作り方を教わる部員黙々と作製する部員ら

笑い声が上がり、部員たちに
とって楽しく充実した活動と
なりました。

11 青年部／女性部



◆ 材料のマークについて… ＝大さじ　 ＝小さじ

 作り方

材 料（２人分） （一人当たりの塩分量　0.8ｇ）

 作り方

材 料（２人分） （一人当たりの塩分量　1.4ｇ）

鶏ひき肉とネギのチーズ焼き ネギ旬

アドバイス

豚バラと白菜のカブおろし煮 白菜旬

アドバイス水…………カップ１と1/2
しょうゆ……　　２
酒……………　　 1
オイスターソース
　　…………　　 1/2
中華あじ顆粒　　 1と1/2
砂糖…………　　 1/2

Ⓐ

・ネギにこんがりと焼き目がつくまで焼くと香ばしく
　仕上がります。
・じゃがいもの細切りなど、具材を変えても良いので  
　ぜひお試しください。

・水分が多いカブを汁ごと煮汁に生かす。

①ネギは縦半分に切ってから３～４ｃｍ長さに切る。
　ミニトマトは半分に切り、しめじは根元を落とし、株を分

けておく。
②フライパンにバター20ｇを強火で熱し、ひき肉を軽く炒

め白ワインを加える。ひき肉に火が通ったら、ねぎを加
えてこんがりするまで炒め塩こしょうで味を整える。

③耐熱の器に②を入れ、しめじ、ミニトマトを散らす。ピザ
用チーズをのせてオーブントースターで約10分間焼き色
がつくまで焼く。

鶏ひき肉…………………………  150ｇ
ネギ……………………………… １本
ミニトマト……………………… ５個
しめじ……………………………  1/2株
バター…………………………… 20ｇ
白ワイン（または酒）………　    ２　
ピザ用チーズ…………………… 100ｇ
塩こしょう………………………  少々

①キクラゲはたっぷりの湯に30分つけて戻す。
　白菜は１口大のそぎ切りにする。カブは皮付きのま

ますりおろす。豚肉は１口大に切って塩少々をふ
り、片栗粉をまぶす。

②Ⓐを混ぜ合わせる。
③鍋にこめ油大さじ１を入れ中火で熱し、ショウガ、

赤唐辛子を炒める。香りがたったら豚肉を入れサッ
と炒め、キクラゲと白菜、②を加えて２～３分間煮
る。かぶのすりおろしを加え、さらに１～２分間煮
る。器に盛り、好みでこしょう少々をふる。

豚バラ（スライス） ……150ｇ
白菜 ………………………250ｇ
カブ ……………………   ２個(200g)
キクラゲ（乾）…………５ｇ
ショウガ（みじん切り）…　　１
赤唐辛子（小口切り）…1/2本
塩 …………………………少々
こめ油 …………………　　1
こしょう…………………少々
片栗粉 …………………　　２

　今月は旬のネギと白菜を使ったレシピを紹介します。ネギの白い部分に含まれるアリシン
は疲労回復に効果があり、白菜のビタミンＣは免疫力をサポートする効果があります。
栄養満点の野菜を食べて、寒さに負けない体作りに努めましょう。

JA山形おきたまJA山形おきたま 12



JAマイカーローンの商品概要 JA教育ローンの商品概要

ご利用
いただける方

●お借入時の年齢が満18歳以上75歳未満で最終年齢
が満80歳未満の方

●お借入時の年齢が満18歳以上で最終年齢が満71歳
未満の方

●前年度税込年収が150万円以上ある方
●当JAが指定する保証機関の保証を受けられる方
●その他当JAが定める条件を満たす方

お使いみち

●自動車購入資金(新車・中古車・自動車二輪)
●自動車購入時の諸費用(税金・自動車共済(保険)
掛金・登録諸費用等)、車検・整備の費用

●運転免許の取得費用
●簡易な車庫建設のための費用(100万円以内)
●他金融機関から借入中の自動車資金の借換資金

●就学されるご子弟の教育に関するすべての資金(借入
申込日から2ヶ月以内にお支払い済の資金を含む)とし、
資金使途の確認可能なもの

《例》教育施設へ支払う入学金、授業料、学費、アパート
の家賃等

●他金融機関から借入中の教育資金の借換資金

お借入金額 ●10万円以上1,000万円以内(所要金額の範囲内)

お借入期間 ●6ヶ月以上15年以内

ご返済方法 ●元利均等返済(月払方式または月増額返済併用方式)

担保・保証人 ●担保︓原則不要です
●保証︓当JAが指定する保証機関の保証をご利用いただきますので、原則不要です。

保証機関･保証料 ●山形県農業信用基金協会(年0.5％)

○表示金利は、令和6年10月1日以降にお申込みいただき、令和6年12月30日までにご契約された場合の適用金利であり、
お借入当初に適用されるものです。

○なお、金利情勢等の変化により、上記期間中であっても適用金利を見直しさせていただく場合がございます。
○お借入後の利率は当JAの基準金利により、年2回の基準日(4月1日および10月1日)に見直しを行います。
○審査の結果、ローン利用のご希望に添えない場合もございますので、ご了承ください。
○店頭にて返済額の試算を行っております。
○ローン商品の詳しい内容については、店頭にて説明書をご用意しております。
○金利引下げ条件となっているお取引が解消された場合、およびご返済の滞りが発生した場合には、引下げ後金利の適用を中止し、
店頭基準金利に引上げさせていただきます。

○ご返済期間終了までの間に、繰上返済を行う場合や、返済条件を変更する場合には、別途当JA所定の手数料が必要となります。

米沢中央支 店 0238-３６-０２１４
たかはた支 店 0238-52-0057
南 陽 支 店 0238-4９-７７４４
川 西 支 店 0238-42-3125

あ や め 支 店 0238-８３-３５１３
＊白鷹地区・飯豊地区・小国地区に
お住まいの方は、あやめ支店へ
お問い合わせ下さい。

JA山形おきたま

1.75%

令和6年10月1日～令和6年12月30日

2.75%
1.00%

金利引下げ条件項目 引下げ利率

①JA住宅ローンご利用中の方 0.6％
②前年度農畜産物JA出荷額100万円以上の方
(専従者含む) 0.３％

③給与振込口座ご指定の方 0.2％

④JAカード（クレジットカード）ご契約の方 0.2％
⑤NISA口座開設の方 0.2％
⑥JAバンクiDeCoご契約の方 0.2％
⑦公共料金振替口座を1つ以上ご指定している方
（JAカード決済含む） 0.1％

⑧JAネットバンク(JAバンクアプリプラス)ご契約の方 0.1％
⑨ネットによる事前審査をお申込の方 0.1％
⑩マイカーローン/教育ローンご利用中
またはリピーター(完済後2年以内)の方 0.1％

⑪他社マイカーローン(残クレ含む)借換の方
(マイカーローンのみ) 0.1％

1.00％

ご
注
意
く
だ
さ
い

＊詳細についてはお近くのJA窓口へお問い合わせください。

下記の金利引下げ条件を必ずお読みください。
（ 令和6年10月1日 現在 ）

※複数の条件に該当する場合でも、最大1.00％引下げとなります。

店頭基準金利

◆ 材料のマークについて… ＝大さじ　 ＝小さじ

 作り方

材 料（２人分） （一人当たりの塩分量　0.8ｇ）

 作り方

材 料（２人分） （一人当たりの塩分量　1.4ｇ）

鶏ひき肉とネギのチーズ焼き ネギ旬

アドバイス

豚バラと白菜のカブおろし煮 白菜旬

アドバイス水…………カップ１と1/2
しょうゆ……　　２
酒……………　　 1
オイスターソース
　　…………　　 1/2
中華あじ顆粒　　 1と1/2
砂糖…………　　 1/2

Ⓐ

・ネギにこんがりと焼き目がつくまで焼くと香ばしく
　仕上がります。
・じゃがいもの細切りなど、具材を変えても良いので  
　ぜひお試しください。

・水分が多いカブを汁ごと煮汁に生かす。

①ネギは縦半分に切ってから３～４ｃｍ長さに切る。
　ミニトマトは半分に切り、しめじは根元を落とし、株を分

けておく。
②フライパンにバター20ｇを強火で熱し、ひき肉を軽く炒

め白ワインを加える。ひき肉に火が通ったら、ねぎを加
えてこんがりするまで炒め塩こしょうで味を整える。

③耐熱の器に②を入れ、しめじ、ミニトマトを散らす。ピザ
用チーズをのせてオーブントースターで約10分間焼き色
がつくまで焼く。

鶏ひき肉…………………………  150ｇ
ネギ……………………………… １本
ミニトマト……………………… ５個
しめじ……………………………  1/2株
バター…………………………… 20ｇ
白ワイン（または酒）………　    ２　
ピザ用チーズ…………………… 100ｇ
塩こしょう………………………  少々

①キクラゲはたっぷりの湯に30分つけて戻す。
　白菜は１口大のそぎ切りにする。カブは皮付きのま

ますりおろす。豚肉は１口大に切って塩少々をふ
り、片栗粉をまぶす。

②Ⓐを混ぜ合わせる。
③鍋にこめ油大さじ１を入れ中火で熱し、ショウガ、

赤唐辛子を炒める。香りがたったら豚肉を入れサッ
と炒め、キクラゲと白菜、②を加えて２～３分間煮
る。かぶのすりおろしを加え、さらに１～２分間煮
る。器に盛り、好みでこしょう少々をふる。

豚バラ（スライス） ……150ｇ
白菜 ………………………250ｇ
カブ ……………………   ２個(200g)
キクラゲ（乾）…………５ｇ
ショウガ（みじん切り）…　　１
赤唐辛子（小口切り）…1/2本
塩 …………………………少々
こめ油 …………………　　1
こしょう…………………少々
片栗粉 …………………　　２

　今月は旬のネギと白菜を使ったレシピを紹介します。ネギの白い部分に含まれるアリシン
は疲労回復に効果があり、白菜のビタミンＣは免疫力をサポートする効果があります。
栄養満点の野菜を食べて、寒さに負けない体作りに努めましょう。

読者のページ13



ヒント

応募方法

タテのカギ

  ヨコのカギ

教会の礼拝堂で賛美曲、聖歌、
賛美歌を歌う合唱団です。

官製はがきなどにクイズの答え・郵便番号・
住所・氏名・年齢・電話番号・本誌やJAに
関するご意見・ご感想を必ずご記入の上、
〒999-0121 川西町上小松978-1
JA山形おきたま総務課宛にお送り下さい。
　　　　　　締め切り 11月29日(金)必着

正解者に抽選でプレゼント
★米 沢 牛（２名）
★クオカード（10名）

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワク
の文字を順に並べてできた言葉が答えです。

❷　墨をするときに使います
❺　英国の文化について学び、――を深めた
❼　外為の「為」を略さずにいうと
❾　氷の張った湖で楽しむ人もいるスポーツ
　令和6年の干支（えと）は――、令和7年は巳（み）です
　残ったおでんに具を――して煮直した
　ズボンを買ったあとで上げることも
　使ってはいけない技のこと
　だしを取るのに使う小魚の干物
　ゴルフクラブの一種です
　風邪の予防に、ガラガラガラ

❶　12月24日の夜のこと。聖夜ともいいます
❷　甘いお菓子のことです
❸　――の授業で、冬の星座について学んだ
❹　昭和の頃の録音媒体。たるむと鉛筆で巻きました
❻　ギャンブルです
❽　どてらに詰められているもの
　安心したときにホッともらします
　忘年会で部長が――の音頭を取った
　サンタクロースの乗り物
　彼は――ともに認める本の虫だ
　――、乙、丙、丁

ご応募ありがとうございました。
　10月17日～10月31日に開催いたしました「合併30周年記念大抽選会」に
たくさんのご応募をいただきありがとうございました。総数５１２通
（Web含め）のご応募をいただきました。抽選を行い、11月中旬より
順次発送いたします。当選者の発表は、送品の発送をもって代えさせ
ていただきます。

合併30周年記念 大抽選会

JA山形おきたま 14
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Ａ
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12
月
18
日
㈬
午
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時
〜
午
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３
時
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店
（
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西
）
☎
46―

３
１
１
２

　
　
　
　
　
　
　

仁
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先
生

▼
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▼
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理
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当
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は
、
無
料
で
法
律
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を
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い
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す
。
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希
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、
各
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に

お
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み
下
さ
い
。

12
月
26
日
㈭
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

　

本
店
（
川
西
）

▼
開
催
日
時
・
場
所

▼
相
談
弁
護
士　

工
藤
剛
先
生

▼
相
談
内
容　

交
通
事
故
、
相
続
な
ど

〉
り
よ
だ
会
員
役
〈

。
た
し
ま
し
議
協
を
項
事
の
記
左

牡羊座 牡牛座 双子座  蟹座

獅子座 乙女座 天秤座 蠍座

射手座 山羊座 水瓶座 魚座

占い師 モナ・カサンドラ

3/21～ 4/19 4/20～ 5/20 5/21～ 6/21 6/22～ 7/22

7/23～ 8/22 8/23～ 9/22 9/23～ 10/23 10/24～ 11/22

11/23～ 12/21 12/22～ 1/19 1/20～ 2/18 2/19～ 3/20

あなたの運勢 12月

【全体運】これまでの努力が実りと
なって表れます。最後の仕上げを
完璧にやり遂げましょう。宴会、
催し物にツキあり
【健康運】好調ですが、油断は禁
物。動く前にストレッチを
【幸運の食べ物】カブ

【全体運】タイミングが狂いがちで
す。周囲の状況をよく見ましょ
う。思い違いに気付けます。丁寧
な作業で名誉挽回を
【健康運】苦手な運動も諦めず続け
て。焦らずゆっくり
【幸運の食べ物】イチゴ

【全体運】対人運が活発化。あまり
話したことのない人とも仲良くな
れます。忘年会などには積極的に
参加を。外出にツキ
【健康運】新しい健康法より長く続
けてきたものが良さそう
【幸運の食べ物】カリフラワー

【全体運】迷ったときにはいつも通
りを選択。ルーティンワークを丁
寧に続ければ好結果が得られま
す。大掃除は早めに始めて
【健康運】腹も身の内。食べ過ぎに
気を付け、野菜多めで
【幸運の食べ物】グリーンピース

【全体運】ハイパワーに恵まれま
す。難しいと思っていたこともや
り遂げることができる運気です。
目的を再確認してGO!
【健康運】途中でバテてしまわない
ようペース配分を
【幸運の食べ物】ゴボウ

【全体運】状況があまり良くなく思
い通りに進みにくいとき。焦らず
時を待つことも大切。運勢は下旬
に回復、仕切り直しが吉
【健康運】心模様が体調に影響。リ
ラックスを心がけて
【幸運の食べ物】タアサイ

【全体運】協力者に恵まれ順調に進
みます。いろいろ話してみましょ
う。あなたと同じ考えを持った人
との出会いもありそう
【健康運】友人たちとスポーツを楽
しんで。心も晴れやかに
【幸運の食べ物】ニンジン

【全体運】表面的には順調ですが、
気にかかることも多そう。ストレ
スをためないよう気分転換を心が
けて。考え過ぎは禁物
【健康運】関節痛のケアに力を入れ
て。ストレッチが◎
【幸運の食べ物】ユズ

【全体運】運勢は好調。自力だけで
なく他力も活用。皆で一緒にやり
遂げることで大団円が待っていま
す。旅行にツキ
【健康運】運動の後は水分補給を
しっかりしましょう
【幸運の食べ物】ミツバ

【全体運】上昇運です。面倒事はあ
りますが、1つずつ解決していけま
す。「急がば回れ」を心がけて。
お茶の時間にツキ
【健康運】体力を温存。現状維持で
無理なく過ごして
【幸運の食べ物】パセリ

【全体運】隠れていたことが表面
化。ショックなこともありそうで
すが、状況逆転のチャンスでもあ
ります。発想力を鍛えて
【健康運】体質に合わないと感じた
ものはすぐにやめて◎
【幸運の食べ物】マッシュルーム

【全体運】諦めの早い傾向が。少し
粘ってみると良い方向へ。押して
も駄目なら引いてみましょう。新
しいやり方の研究が吉
【健康運】気にし過ぎは体調不良の
もと。リラックスを
【幸運の食べ物】ハクサイ

組
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店
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等
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い
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◎
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会
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告

第
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回
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開
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10
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日
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店

【
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上
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国消国産月間実施中
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職 員 募 集 要 項

募  集  職  種 ／ 1
2
3

4

5

　
6

JA事業全般（信用･共済･販売･営農指導･購買･農機･福祉事業　他）
 採用予定人員 ／ 正職員８名
 応  募  資  格 ／ （１）①大学・短大・専門校卒業者 (令和６年度卒業見込者を含む）　②高校既卒者

（１）提出書類については、選考および連絡に関してのみ利用致します。なお、提出書類は返却
　　　致しませんのでご了承下さい。
（２）現住所以外の住所に受験案内等の送付を希望される方は、履歴書備考欄にその旨を記載して下さい。
（３）当組合職員採用試験の同一年度内複数回受験はご遠慮願います。
（４）その他不明な点については、管理部総務課へお問い合わせ下さい。

（２）平成元年4月2日以降に生まれた方　（３）通勤可能な方
 採  用  試  験 ／ （１）第１次試験 能力検査・適性検査・集団討論・面接試験（予定）

面接試験　日程等については、第１次試験合格者へ連絡致します。（２）第２次試験
 応  募  手  続 ／ 

そ 　 の 　 他 ／ 

提出書類
　① 履歴書（指定様式《当組合ホームパージ［採用］ページに掲載》。 3ヶ月以内に撮影した写真を貼付。）
　② 成績証明書（最終学歴（在学中含む）分のみ）
　③ 卒業証明書または卒業見込証明書（成績証明書と同一証明の場合は省略可）
　④ 職務経歴書（職務経歴がある方）

令和7年度の大学・短大・専門校卒業者(令和6年度卒業見込者を含む)および、高校既卒者の職員採用について、
次により募集致します。

大学・短大・専門校卒業者/高校既卒者

募  集  職  種 ／ 1
2
3

4

5

6

JA事業全般（信用・共済・販売・営農指導・購買・農機・福祉事業　他）
 採用予定人員 ／ 正職員５名
 応  募  資  格 ／ （１）高等学校新卒者 (令和６年度卒業見込者）

（１）提出書類については、選考および連絡に関してのみ利用致します。
　　　なお、提出書類は返却致しませんのでご了承下さい。
（２）その他不明な点については、管理部総務課へお問い合わせ下さい。

（２）平成元年4月2日以降に生まれた方　（３）通勤可能な方
 採  用  試  験 ／ （１）第１次試験 能力検査・適性検査・集団討論・面接試験（予定）

面接試験　日程等については、第1次試験合格者本人および学校に連絡致します。（２）第２次試験
 応  募  手  続 ／ 

そ 　 の 　 他 ／ 

提出書類
　① 履歴書（学校指定様式。3ヶ月以内に撮影した写真を貼付して下さい。）
　② 志望の動機（履歴書の志望動機欄に記入［履歴書に志望動機欄がない場合は別紙に記入］）
　③ 成績証明書
　④ 卒業見込証明書（成績証明書と同一証明の場合は省略可）
　⑤ 職務経歴書（職務経歴がある方）

令和7年度の高等学校新卒者（令和6年度卒業見込者）の職員採用について、次により募集致します。
高等学校新卒者

〒999－0121 山形県東置賜郡川西町大字上小松978－1
山形おきたま農業協同組合　管理部総務課　☎0238-46-3111提出先

応募締切 令和６年11月26日(火)

試験日時 令和６年12月５日(木)
午前８時45分 受付 試験会場 JA山形おきたま本店

（東置賜郡川西町大字上小松978-1）

応募書類必着

令和７年度 


